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論文の内容要旨

これまで，日本語学習者に対する漢字指導に関する教科書は日本圏内を始め，世界中で

数多く出版されている。これらの教科書では，漢字は，画数が少ない字から画数が多い字

へという順で教えることが多い。つまり，漢字自体の難易度の低い字から教えられている。

このよ、うな指導法は非漢字圏の日本語学習者にとっては効果的だ、と思われる。しかし，元々

漢字圏に属していたベトナムの日本語学習者にとってはそうではない。漢字は約千年にわ

たる「北属期j と呼ばれる，中国がベトナムに統治政権を置いた紀元前2世紀から紀元後

10世紀初期まで，ベトナム語の中に導入され， 20世紀初期まで用いられていた。その結果

として，現在，漢語由来の語棄はベトナム語の語葉の 7割をも占めると言われる。

筆者は漢字語棄を学習してきた経験とベトナム人向けの日本語教育に携わaってきた経験

から，ベトナム入学習者に見られる漢字学習に対する嫌悪感及び拒否感を引き起こす元と

なる困難がよく理解でき，ずっと前からこの嫌悪感及び拒否感を解消しながら，日本語の

漢字語棄を効率的，且つ楽しく学習できる方法を探り続けた。そして，修士課程在籍中の

2年間， 日本漢字音と越南漢字音の間にある音声的な対応関係を考察・分析した。文字デ

ータ収集方法で集めた日本漢字音と越南漢字音の韻母及び声母を分析し，初級レベルのベ

トナム人日本語学習者に対して越南漢字音を活用した効果的な漢字指導法を提案した。

しかし，この研究では現代の日本漢字音と現代の越南漢字音を直接比較したのみで、あっ

たために，限界があった。また，修士論文で導入しようとした漢字は初級レベルのベトナ

ム人日本語学習者を対象としたもので、あったため，その数も非常に限られたものにならざ

るを得なかった。しかも，音声的対応関係のみに終始し，漢字の意味については結局何も

触れることができなかった。

本論文は上述のような様々な反省点を踏まえて，新たな解決法を探るために行った研究
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をまとめたものであり，その構成は以下のようである。

序論では，研究の背景，研究の範囲及び意義，論文の構成，参考とした主要な文献，使

用した記号及び標記について述べた。

第 1章では，これまでの研究とその問題点を述べた上，その解決法について考察を加え

た。

第 2章では，前章で述式た第一の問題点を解決するために，修士論文の附録そのものの

問題点を洗い直し，修正を加え，不足を補充した後，そこに採録したすべての漢字を先ず

は日本語声母を中心として，ア行→カ行→ガ行→サ行→ザ行→タ行→タ寺行→ナ行→ハ行→

パ行→マ行→ヤ行→ラ行→ワ行の順番に並べ， 日本漢字音と越南漢字音の聞の主として声

母の間にある対応関係を浮き上がらせ，統計学的手法を用いて分析を加えた。また，分析

結果からベトナム語声母に対して日本語声母のいずれが最も多く対応するのか，対応例の

数の多いものから表にして示した。

第 3章では，本論文で新たに附録2で示す表を作成し，今度ばベトナム語音韻母の韻核

である母音を中心として，それらを aJa/，oa， ua/wa/， a/a/， oa， ua/wa/， a/V/， ua， uδIwV/， 

a， elel， oa， ua， oe/wel， e/e/， ue/we/， i， ylil， uy， uilwil， ie， ye， ialia/， uye/wia/， 01，:>1， 

δ101， d/v/， u/u/， uo/ua/，ぜ1w/， ω，げ'a/l岨/の 21種の母音字母及び二重母音字母を含む漢字

の順に並べ替えた後，それらの漢字の日本語現代音のみならず，一部は古代音にまで遡ら

せた上，日本漢字音と越南漢字音の韻核の間にある対応関係を浮き彫りにし，統計学的手

法を用いて分析を行った。この分析結果からベトナム語母音に対して日本語母音のいずれ

が最も多く対応するか対応例の数の多いものから表にして示した。

第 4章では，二番目の問題点を解決するために， 1981年 10月 1日に内閣によって告示

された『常用漢字表』を基準にし，漢字の数を大幅に増やして第2章と第3章で分析して

得た結果に基づき，漢字をステップ1，2， 3， 4と4つのステップに分けて導入すること

にした。また，選抜された漢字を含む熟語をも調査し提示した。

第 5章では，三番目の問題点を解決するために，日本語とベトナム語の両言語に共通し

て存在する熟語， 日本語だけに存在する熟語をできる限り集め，附録3で示すような表を

作成し，両言語に共通して存在する熟語の場合はその異同を分析・考察し，日本語だけに

存在する熟語についてはベトナム語に訳出して，できるだけベトナム人に豊富な漢語熟語

の情報を提供することを目指した。

論文審査の結果の要旨

本研究は、非漢字圏外国人日本語学習者にとって最大の難関のーっとされる漢字学習を

効率的かっ楽しく行える方法はないものか、一人の外国人日本語教師の立場から考察しよ

うとしたものである。
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非漢字圏とは言っても本論文の執筆者はベトナム人であり、ベトナムは元来漢字国の国

であり、今から 100年ほど前までは漢字を公式の文字として使用してきた歴史があり、現

在でこそ正書法としてロ}マ字を採用してはいるが、彼等ベトナム人の使用する語葉のお

よそ 7割は依然として漢語である。

今は非漢字圏に分類されるこのベトナムで、他の非漢字圏で用いられるのと同様の方法

で日本語漢字教育がなされていることに疑問を覚え、それでなくとも漢字学習の困難さに

耐えられず中途で日本語学習を放棄してしまう生徒の多さから、何とかこの現状を打開す

る方法はないかと、筆者が目をつけたのが漢字の読音つまり漢字音で、あった。

「態度Jは「ターイドーj、f注意Jは「チューイーJ、「意見j は「イーキエンj。ベトナ

ム語と日本語ではその漢字詰の読音に極めて類似したものが数多く存在する。漢字の知識

は全くない人々であるが、問いただけでその意味は直ぐに分かる。しかし「態度j などは

筆画の少ない漢字から教えることを旨とする漢字教育からすると可成りレベルの高い漢字

詰であろう。筆者はこの漢字教育のレベルを一旦棚上げして、近似の音を持つ、ベトナム

人にとって覚え易い漢字語から導入したらどうかと考えた。

そして、日本語で「タイj と発音する漢字が他にも「太Jや f泰」、「貸J、「胎j などあ

ることに気付き、それらもベトナム語で、声調はやや異なるものの、ほぼ同様に発音され

ていることを突きとめた。つまり、日本語とベトナム語の漢字音読に一定の対応法則があ

ることを知ったのである。しかし、一方、ベトナム語では同様に thai/t‘ajlのように発音す

るのに、日本語では「靖Jや「彩Jr察Jなどのように、「タイJではなく「サイJの音を

持つ漢字があることも気になる。ベトナム語と日本語でその音読にやや隔たりが見えてく

るのである。

修士論文の段階では、ベトナム人として、ベトナム人日本語教師として「感覚的にj近

似の音を持つ漢字を集めてそれをステップに分けて教えることを提案したが、そのステッ

プ分けの「感覚」に審査の過程で批判が集中した。

そこで本博士論文では、先ずはその「感覚jが本当に正しかったのかどうかを検証する

ため、ベトナム語と日本語でその対応例を数量化してみることを試みた。例えば上の日本

語音の「タイJの「タj にはベトナム語でどの頭子音が対応することが多いのかを数量で

示してみようと言うのである。すると、この「タJには確かに上の例のように th_/t'_1が4

例あり、 d_/d-，も 4例、 tr_/c-'3例と続くが、「タ行J全体で見てみると、全く逆転して tr_

Ic-'が 23例、 ιId-，が 17例、 th_/t二/が 14例という結果になってしまう。所期の「感覚J

はやや裏切られてしまう。

それならば、逆にベトナム語の th_/tソは日本語のどのような頭子音を持つ漢字と多く対

応するのか調べてみた。すると、何と、「サ行」との対応が 37例、「ザ行Jとの対応が 19

例と最も多く、「タ行j との対応は 14例に留まるという結果になり、ここでも所期の「感

覚j はやや裏切られてしまうのである。

このことは頭子音を除いた音節の残りの部分つまり韻母の_ai仁ajlについても同じで、同

じ韻母の漢字が日本語で、「ケイJ(r啓J)と読まれたり、「ヒJ(r罷J)と読まれたりする。

つまり「アイ jだけでなく「エイJや「イ」の音を持つことも今回の調査で改めて判明し

た。

このように対応例を数量化して示せば示すほど、素朴な「感覚j から遠ざかってしまう

のであるが、兎に角、綿密な対応調査の結果を基に、「感覚j ではなく「数量Jによって対

-14-



応規則を明確化し、それによって日本語漢字学習のステップ分けを試みようとしたのが本

研究の最大の目的で、あった。

東アジアの音韻分析の一般的手法である、各音節を声母と韻母に分け、声母についての

日本語音との対応、韻母についてのそれを、現代音のみならず一部古代音にまで遡らせた

上で徹底的に調べ上げたことは評価に値する。

更には、これを単純な漢字の発音の問題に留めず、意味を持った二音節以上の所謂漢字

詰(漢語熟語)の問題へと一歩進め、ベトナム語、日本語両言語ともに存在する漢字語に

ついてはその意味・用法についての異同を解明し、片方の言語にしかないものについては

その独自な意味・用法と例文を付し、ベトナム人日本語学習者のみならず、日本人ベトナ

ム語学習者にすら有益な資料を提供しようと努めた点も、その漢字語選択に難点があると

は言え、高い評価が与えられるであろう。

ただ、上で見た例のように、日本語の fタ行Jで読まれる漢字が、 th_/tソよりも廿ー/に/

やιIdー/との対応が多いのは一体何故なのか、逆にベトナム語の th_/tソで読まれる漢字

が日本語の「タ行j より「サ行jや「ザ行j と多く対応するのは一体何故なのかについて

は筆者は何の説明もしていない。これらは両言語の漢字音の歴史をひもとけば直ぐに理解

できることであり、この点についても審査委員の中から不満の声が挙がった。

更に、対応例の単なる数量化を f統計学的手法j と主張する姿勢にも批判が集まった。

また、数量化による日本語漢字学習のステップ分けについても、数量の捉え方が恋意的で、

依然としてその基準が不分明なままである点も不‘満が残った。

しかも最大の問題は、両言語の話者、特にベトナム人日本語学習者にとって「似ているJ

という感覚から遠ざかる傾向のあるこのステップ分けが、果たして本当に「効果的jな漢

字学習の手助けとなるのかである。結局は個々の漢字語で覚えさせるのが最も効果的な方

法ではないのかと言う審査委員の意見もあった。

しかし、全体として見ると、本博士論文は、ベトナム人に対する日本語教育、特に漢字

教育の実践から生まれた、教育法への提言であり、得られた 3点の資料とともに、ベトナ

ム人日本語学習者のために有益な手掛かりを提供するものである点で審査委員会委員全員

の意見が一致した。

ベトナムにおいては、日本語教育を専門とする研究者は未だ少数であり、筆者の今後の

活躍が期待される。

本論文は完壁な日本語で書かれており、筆者の日本語運用能力の高さが十分に発揮され

ていることを付記しておきたい。
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